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根室海峡スケトウダラ漁獲時期の変化について

石田　宏一
キーワード：スケトウダラ、羅臼、産卵、漁獲水深

はじめに

　北海道においてスケトウダラは重要な漁獲対象

種であり、沖合底引き網漁業、沿岸での刺し網お

よびはえなわ漁業等様々な漁業の対象となり、卵

はタラコ、明太子などの加工品、身はかまぼこな

どの練り製品の原料等として利用されています。

　2005年に世界自然遺産地域に登録された知床半

島周辺海域を含む根室海峡海域は、スケトウダラ

の重要な産卵場となっています。この海域におい

て、スケトウダラはアザラシやトドの主要な餌生

物として生態系の中で重要な役割を担っているだ

けでなく、羅臼町の主幹産業である水産業を支え

る重要魚種の一つであり、主に冬季に卵を産むた

めに来遊してくるスケトウダラが刺し網、はえな

わ漁業等によって漁獲されています。

　根室海峡海域の漁獲量の大部分を占める羅臼漁

業協同組合では、資源保護のために刺し網の目合

制限（97mm規制）を行うと共に、禁漁期、禁漁

区を設定する等、漁業者自ら資源管理に取り組ん

でいます。

　根室海峡のスケトウダラ漁業は、200海里制度

が施行された1977年以降、本格的な漁場開発が始

まり、水揚げ金額、漁獲量ともに急激に増加して

いきました。羅臼漁協の漁獲量は、1980年代に年々

増加していき、1989年度には11.1万トンに達しま

した（図1）。しかし、1990年度に、漁獲量は急激

に減少し始め、2000年度には1万トンを割り込み、

2001年度以降は8～9千トン台で推移しています。

　このように、根室海峡海域での漁獲量が減少し

ている中で、漁獲時期や、卵巣の状態等、漁獲さ

れるスケトウダラにこれまでとは変わってきてい

る様子が見られます。

　そこで、羅臼漁業協同組合と釧路水産試験場が

長年にわたり根室海峡海域のスケトウダラについ

て行ってきた漁業情報および生物情報に関する調

査の結果から、根室海峡海域に来遊するスケトウ

ダラの漁獲時期、産卵時期、分布および成熟度等

を調べました。その結果、近年のこれらの状態に

以前と比べて注目すべき変化が見られたので報告

します。

漁獲盛期の経年変化

　これまで根室海峡のスケトウダラの産卵期は1

～4月、その盛期は2月中旬～3月上旬であると言

われており、羅臼地区では、通年スケトウダラが

漁獲される中、産卵期の漁獲量が中心となってい

ます。そこで、スケトウダラの漁獲盛期の変化を

調べるために、羅臼地区の刺し網漁業の漁獲量を

月別に集計し、月別割合の変化を見てみました。

　1993年度までは、2月と3月の漁獲量の割合が

全体の70%以上を占めていましたが、2002年度は

50%、2007年度には13%と、1994年度以降は年々

その割合が低下しています。一方で、11月～翌年

1月の割合は、1994年度までは20%未満だったも

のが、2008年度には59%と1995年度以降上昇して

います。加えて、4～10月の割合も、1991年度以
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前には10%未満だったものが、2009年度には40%

となり、年々上昇しています。

　各年度の漁獲量の一番多い月を見ると、2003

年度までは、1999年度を除いて2月もしくは3月

だったものが、2004年度以降、1月（2004、2005、

2009年度）、12月（2007年度）、11月（2008年度）

になっており、2003年度以前と比べて早くなる傾

向が見られました（図2）。

卵の分布量から見た産卵期の変化

　スケトウダラの卵は、分離浮性卵といい、海中

を浮遊しているので、ネットを使って卵を採集す

る事が出来ます。これまで、各年の産卵盛期や産

卵群の来遊量を推定するため、1月下旬～4月下旬

の期間に複数回の調査を行い、根室海峡内に8調

査点（図3）を定め、ネットを水深400mから水

面まで鉛直的に曳いて、卵の分布量を調べていま

す。そこで、この資料を用い、卵の分布量から、

産卵盛期の変化を検討しました。

図1　根室海峡羅臼地区におけるスケトウダラ漁業種類別漁獲量の経年変化 
（資料：　羅臼漁業協同組合提供資料）　　　　　　　　　　　

図２　羅臼地区におけるスケトウダラ刺し網漁業月別漁獲割合の経年変化　　　　　　　　
＊は漁獲の割合の一番高かった月を表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　（資料：　2000年度以前は北海道水産現勢、2001年度以降は羅臼漁業協同組合提供）
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図４　卵分布量調査による産卵盛期の経年変化 

　ここでは、採集数が一番多かった時期を各年度

の産卵盛期としました。

　産卵盛期は2002年度までは、1989、1990年度を

除き、3月上、下旬に見られましたが、2003年度

以降2月上旬～3月下旬までの間で、大きく変動す

るようになり、特に2007、2009年度は、2月上旬

となっていました。すなわち2月中旬～3月上旬と

言われていたこれまでより早い時期に産卵盛期が

見られました（図4）。

漁獲水深帯の変化

　知床半島の南部から北部にかけて急激に水深が

深くなっている根室海峡海域では、これまでスケ

トウダラの産卵海域の中心は羅臼沖からサシルイ

沖の水深200～300mであると言われています（図

5）。そこで、産卵期にスケトウダラが漁獲されて

いる水深帯や海域に変化があるのかを検討しまし

た。

　図5にあるように、海域を知床半島南部の水深

の浅い場所から、北部の水深の深い場所に向けて、

A～Cの３つの区域に分け、羅臼漁業協同組合か

ら得られた漁場別漁獲量の資料を用い、産卵期の

初期であり、近年漁獲量の一番多い月となる傾向

がある1月の各区域の刺し網漁業によるスケトウ

ダラ漁獲量を集計しました。

　区域別の漁獲量の割合を見ると、2003年度まで

は、羅臼地区沖合のB区域が90%以上と大部分を

占め、知床半島北部のC区域が4～8％、南部の

A区域が1％未満でした（図6）。しかし、2004年

度以降は、C区域の割合が1％未満になり、その

一方で、A区域の割合が10％以上になりました。

それに伴い、B区域の割合も低下し、90%を下回

るようになりました。特に2009年度はA区域の

割合が大幅に上昇し、全体の70％以上を占めまし

た。また、A区域では、延べ操業隻数および一

隻当たりの漁獲量も2004年度以降は増加する傾向

がありました。

　このように、2003年までは、産卵海域の中心と

図３　卵分布量調査点図　　　　　　　
（円で示した8点が調査点）
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いわれる羅臼沖からサシルイ沖を含む海域が漁獲

の大部分を占めていましたが、2004年以降は、こ

れまでほとんど漁獲のなかった水深の浅い海域で

もスケトウダラが漁獲される傾向が見られまし

た。

成熟度の進行の変化

　雌は約１ヶ月に渡り、数日間隔で複数回に分け

て卵を産みます。このため、卵巣内の卵粒は時期

の経過に伴い、次のように見えます。産卵前の卵

巣はオレンジ色で不透明な卵粒のみが見られます

が、産卵が始まると透明な卵が混じるようになり

ます。この透明卵はまもなく産出される卵であ

り、透明卵の割合は、産卵回数に伴い増加し、産

卵が終わる頃には、ほぼ100％になります。

　そこで、成熟度の進み方に変化が起きているか

を調べるため、羅臼で1月に漁獲された雌のスケ

トウダラのうち、漁獲の中心の体長45～55㎝のも

のについて、透明卵の有無を基にした成熟度と生

殖腺の発達を計る指標の一つであるGSI（生殖腺

重量指数： 生殖腺の重量／体重×100）について

見てみました。

　なお、成熟度は「北水試魚介類測定マニュア

ル」の基準に従い分類し、それを透明卵有、透明

卵無、産卵後の3つに区分しました。

　GSI は、2003年度までは、10.1～12.4でしたが、

2004年度以降は11.7～14.8と2003年度までより早

く高くなっており（図7）、2004年度以降は2003年

度以前と比べて、生殖腺が早い時期から発達して

いる傾向が見られました。

　また、成熟度を見ると、透明卵無の割合は2004

年度までは63～100％でしたが、2005年度以降は

減少し、逆に透明卵有の割合がほぼ50％以上と

なっています。さらに、2007および2009年度は、

産卵後も見られました（図7）。

　このように、2004～2005年度頃から、1月に漁

獲されるスケトウダラの成熟は2003年度以前に比

べて、進んでいることが明らかになりました。

まとめ

　これまでの結果から、1994年度以降、根室海峡

海域のスケトウダラの漁獲盛期が早まる傾向にあ

ることがわかりました。さらに、2003年度頃から

は、漁獲盛期だけではなく、産卵盛期、漁獲水深

図５　スケトウダラ刺し網漁業1）の
漁獲量集計区域図　　

図６　羅臼スケトウダラ刺し網漁業の
　　区域別漁獲量割合の経年変化
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や、成熟度の進行についても、それ以前と比べて

変化が認められます。

　これらの変化がどうして起こったのかについて

は、様々な原因が考えられます。一例としては、

産卵期、成熟の進行等の生物学的特徴の違うスケ

トウダラの群れ（系群）がこれまでとは異なる海

域から回遊してきている可能性や、水温等の環境

の変化により、これまで来遊してきた系群につい

て、来遊時期や分布水深が変化している事等が挙

げられます。このため、今後は、この系群の違い

を調べる指標となる脊椎骨数等のデータを収集す

ると共に、漁獲盛期、産卵盛期、漁獲水深帯およ

び成熟度と、水温および海流等の環境状態につい

てのデータとの関連性も調べていきたいと考えて

います。

　最後に、多年にわたり、釧路水産試験場のスケ

トウダラ調査に多大なる協力を頂いている羅臼漁

業協同組合および羅臼町職員の皆様に心より厚く

お礼申し上げます。
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図７　１月に刺し網漁業で漁獲されたスケトウダラ雌のGSIおよび成熟度の経年変化




